
 
 
 

裸
の
王
様 

 
 

福祉の 慈眼堂  

赤ひ きゅう  
 

○ 福 祉 料 金 ○  

ー ワンコ ン  
福島より避難生活の方 

失業中、無職、保険証のない方 

要支援、要介護と介護の方 
介護保険料 37,200円以下の方 

難病、母 父 子家庭の方 

年収200万以下の方 
生活保護の方 

 

 

 

治療時間 9:00～1〒:00 休日 木 日 
住所 島市谷田】3-13 パステルコ ト田村 101 

TE１ F AX 055-9】3-〒】【5 

 

 

 

 島 映会 
 

  

 

 

 
場所  島市民生涯学習センター F 多目的室 

時間  昼 部 開場  映 ～  

時間  夜 部 開場  映 ～   

料金  円 昼 部 児あ  * ～ 歳  

定員  ７５名  
 

－わたし 自由につい 映会 in 静岡東部 － 

問合せ  - - 浅羽  

７  土 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 富士見園 

大粒 ーベ ー栽培＆山野草 

函南町平井 -  

- - お電話 さい  

 

 認定 法人マム チャ テ ーコンサー  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出演 太鼓演奏表現チーム 喜酔会 

出演 さく 架 橋会 ツ ＫＡ バン  
 

障 いのあ 子様 帆船の乗船体験 して頂 たい

という思い 今年も皆 の 協力のもと音楽会

開催す と ました。 
 

問合せ：マム事務局 055-963-7806 

 

月 日 土  

：３  開場 

：  開演 

千本プラザ音楽ホ ル 

協力金 \1,000 

 

 

 

 

 

年 月 日 水 市 民 ひ ろ ば 新 聞 第 号 面

発行人 市民ひろば編集委員会
411-0〒5〒

島市中央町3-32 小出ビル3F
代表 小野 啓一

電話：055-994-9211
shimin_hi三oba@ybb.nご.jp
振替 00〒】0-5-1532【4

市民ひろば

ひろば新聞定期購読者募集
申し込 連絡先へ

北沢の亜鉛工場跡地の宅地造成
本当 大 夫
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18歳選挙権から日本の教育を考える
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